
チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない
ご意見

ご意見をふまえた

対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて

いるか
51 7 0 0

・園庭が狭い。

・部屋が狭い。

・園庭利用を午前

と午後に分け、十

分なスペースが取

れるようにしていま

す。

・室内については、

活動内容に応じ

て、遊戯室等他の

部屋利用により、

子どもを分散させ

ます。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 57 1 0 0

・３：１の職

員体制希望。

・ひとり一人に

目が行き届い

ている安心して

通わせることが

出来る。

・配置基準、職員

体制については、

入園後オリエン

テーションで説明し

ます。

・6時間パート2名

を加配保育士とし

て配置しています。

③

生活空間は、本人にわかりやすい構造化され

た環境になっているか。また、障害の特性に応

じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報

伝達等への配慮が適切になされているか

52 3 0 0

・建物が古いの

で、バリアフリー

化等していな

い。

・建物の構造上、

対応できないことも

ありますが、園児が

使用しやすい環境

への工夫は常に

行っていきます。

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

となっているか。また、子ども達の活動に合わせ

た空間となっているか

53 5 0 0

・湿度管理、

空気中のウイ

ルス殺菌の徹

底。

・建物が古い。

・湿度管理、空気

中のウイルス除去

については、保護

者総会や報告会

にて実施しているこ

とを説明していきま

す。

⑤

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画が作成さ

れているか

56 1 0 1 意見無し

入園後及び進級

後、1～2カ月かけ

て発達検査や行

動観察を実施して

います。家庭訪問

や懇談を通して保

護者のニーズ、課

題の把握に努めて

います。
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⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ

ドラインの「児童発達支援の提供すべき支援」

の「発達支援（本人支援及び移行支

援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支

援内容から子どもの支援に必要な項目が適

切に選択され、その上で、具体的な支援内容

が設定されているか

54 1 0 3

・具体的な支

援内容で分か

りやすい。

・子どもの支援

に必要な項目

が適切に選択

されている。

・事業団独自の個

別支援計画を作

成し、実施します。

・ガイドラインについ

ては、機会を設け

説明していきます。

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行われて

いるか
57 1 0 0

・手厚い支援

が行われてい

る。

・目標に沿った

支援が行われ

ていた。

今後も継続してい

きます。

⑧
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて

いるか
56 0 0 2

・報告のない日

はどのような活

動をしているか

分からない。

・毎回、様々な

プログラムが組

まれている。

・活動内容につい

ては、書面にて事

前に配布していま

す。

・今後も継続して

いきます。

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、障害のない子どもと活動する機会があるか
30 9 3 16

・幼稚園等と

併用ができると

嬉しい。

・子どもの発達

段階に応じて

行われている

が、我が子にも

そのような機会

があると良い。

・いつ交流した

のか分からな

い。

・交流する機

会があることは

とても良い。

・保護者報告会に

て、交流保育の目

的や内容等の説

明を行っています。

・交流保育を実施

していないグループ

については、グルー

プの目標等を説明

し、他の特色ある

取り組み（わらべ

うた、音楽療法）

を実施しています。

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
56 2 0 0

・詳しい説明が

あった。

・入園後のオリエン

テーションで説明し

ています。

・今後も継続して

いきます。
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⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、

これに基づき作成された「児童発達支援計

画」を示しながら、支援内容の説明がなされた

か

55 2 0 1
・丁寧に説明し

てもらった。

・現在は、事業団

独自の個別支援

計画を作成し、説

明を行っています。

・今後、ガイドライ

ンに沿った内容に

ついての説明を

行っていきます。

⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレン

ト・トレーニング等）が行われているか
51 3 1 3

・定期的に指

導してもらっ

た。

・家庭での対

応等説明して

もらった。

・保護者勉強

会や職員から

学べた。

・ホームプログラ

ムがあるのが良

い。

・ポーテージプログ

ラムによるホームプ

ログラムを実施して

います。

・系統的なペアレ

ントトレーニングに

ついては、今後検

討していきます。

⑬

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの発達の状況や課題について共通理解

ができているか

58 0 0 0

・通常の様子と

異なると連絡

がもらえた。

・連絡帳ででき

た。

・電話ででき

た。

・連絡帳や電話な

どで、日々の子ども

の様子を細目に伝

達しています。

・今後も継続して

いきます。

⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関

する助言等の支援が行われているか
58 0 0 0

・定期的な懇

談があり、十分

な支援が行わ

れていた。

・指導のおかげ

で良い方向へ

進んでいる。

・困ったことへの

アドバイスがあ

る。

年3回の定期懇

談の他に必要に応

じて懇談を行い、

助言や支援を行っ

ています。今後も

継続していきます。
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⑮

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開

催等により保護者同士の連携が支援されてい

るか

51 5 1 1

・毎月のクラス

懇談で、役員

からの連絡があ

り、連携が取れ

ていた。

・父母の会便り

があるので良

い。

・勉強会、茶

話会など保護

者同士が繋が

る機会が多かっ

た。

・学園に支援し

てもらい助かっ

た。

・負担になる父

母の会の仕事

は減らした方が

良い。

今後も父母の会と

連携しながら継続

していきます。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについて、

対応の体制が整備されているとともに、子ども

や保護者に周知・説明され、相談や申入れを

した際に迅速かつ適切に対応されているか

56 2 0 0

・連絡帳に質

問事項を記入

しても回答がな

い。

・疑問や困って

いることに専門

的な立場から

意見をもらえ

た。

・相談に対して

早急に対応し

てもらえた。

・急な対応にも

応じてくれる。

・相談対応の体制

について、入園後

のオリエンテーショ

ン、クラス懇談会

などで周知を図り

ます。

・連絡帳、電話等

での適切な対応が

行えているかを確

認します。

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
56 1 0 1

・連絡帳で行

えていた。

・十分な配慮

がされている。

連絡帳、電話等

での対応を中心に

適切に行えている

かを確認します。
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⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関

する自己評価の結果を子どもや保護者に対し

て発信されているか

51 1 0 6

・毎月、クラス

懇談会があり、

情報発信してく

れている。

・ホームページ

見ています。

・ホームページ

についてはよく

分からない。

ホームページに関

する周知を行いま

す。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 58 0 0 0

・十分に配慮さ

れている。

・詳しい説明が

あり安心でき

た。

入園式後の保護

者への説明を継続

していきます。

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、保護者に周知・

説明されているか。また、発生を想定した訓練

が実施されているか

57 0 0 1

・十分すぎるく

らいで安心でき

る。

・様々な訓練

がされている。

・感染症流行

時には、書面

での配布もあり

徹底されてい

る。

・警察や消防と

連携している。

・月1回避難

訓練が行われ

ていることは心

強い。

マニュアルの整備を

継続しながら、周

知、説明を徹底し

ます。

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか
58 0 0 0

・様々な訓練

がされている。

・警察や消防と

連携している。

今後も定期的に

訓練を実施してい

きます。

満

足

度

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 58 0 0 0

・毎日、楽しみ

に通園してい

る。

・通園を嫌がる

ことが1度もな

かった。

子どもが楽しめ、保

護者が安心して預

けられる児童発達

支援センタ―を目

指します。

保

護

者

へ

の

説
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満

足

度

㉓ 事業所の支援に満足しているか 55 2 0 1

・手厚く支援し

てくれている。

・できることが増

えている。

・親の支援まで

してくれ、感謝

している。

保護者や子どもの

ニーズに対応すべ

く、より良い支援を

常に目指していき

ます。

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価

表」に より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。


